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容

　『 同関協だより 』 編集委員会では、より良い紙面づくりのため、皆さん
のご意見・ご感想を募集しています。
　QＲコードをスマートホンなどで読み取っていただければ、ご意見・
ご感想の受付フォームが開きます。
　受付期間は次号発行日までです。
　QＲコードが読めない場合は、次のアドレスをご利用ください。

 https://forms.gle/xETrk72gaMFMR8zD7

ご意見・ご感想募集

　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
感
染
拡
大
が
始
ま
り
、

二
度
目
の
冬
を
迎
え
る
。いつ
ま
で
続
く
の
か
と
先

が
見
え
な
い
こ
と
が
こ
れ
ほ
ど
ま
で
に
不
安
に
感

じ
る
と
は
想
像
だ
に
し
な
かった
▽
希
望
を
持
って

生
き
る
こ
と
が
明
日
への
糧
と
な
る
と
わ
かって
い

て
も
、明
確
な
時
期
や
期
間
が
はっき
り
し
な
い
中
、誰
も
が

我
慢
の
日
々
を
過
ご
し
て
い
る
▽
人
は
、言
葉
に
よ
って
傷
つ

き
、そ
し
て
言
葉
に
よ
って
励
ま
さ
れ
る
。肉
体
的
に
健
康
で

あ
って
も
、そ
れ
だ
け
で
は
生
き
て
い
く
こ
と
が
で
き
な
い
▽

親
鸞
聖
人
の
生
き
ら
れ
た
時
代
は
、現
代
よ
り
も
ず
っと
厳

し
い
時
代
で
あ
り
、自
然
災
害
や
飢
饉
、疫
病
等
に
よ
って

人
々
が
次
々
と
亡
く
な
り
、目
に
見
え
な
い
不
安
や
恐
怖
、人

間
の
は
か
ら
い
で
は
ど
う
に
も
な
ら
な
い
も
の
と
の
闘
い
で

あ
った
と
思
わ
れ
る
▽
そ
ん
な
時
代
に
、人
々
は
お
念
仏
の
教

え
に
救
い
を
求
め
、お
念
仏
を
申
せ
ば
必
ず
救
わ
れ
る
と
い

う
絶
対
的
な
安
心
感
と
い
う
希
望
を
持
って
生
き
た
の
で
は

な
い
だ
ろ
う
か
▽
い
よ
い
よ
、「
同
関
協
」に
お
い
て
も
、親
鸞

聖
人
御
誕
生
八
百
五
十
年・立
教
開
宗
八
百
年
慶
讃
法
要
の

記
念
事
業
が
策
定
さ
れ
、各
部
会
に
分
か
れ
て
準
備
が
進
め

ら
れ
て
い
る
▽
今
、「
同
関
協
」に
求
め
ら
れ
て
い
る
大
き
な

役
割
と
し
て
、宗
門
内
外
に「
是
旃
陀
羅
」問
題
に
対
す
る
姿

勢
を
表
明
し
、一
人
ひ
と
り
が
こ
の
課
題
に
ど
う
向
き
合
っ

て
い
る
の
か
を
問
い
か
け
る
こ
と
で
あ
る
▽
今
こ
そ
、親
鸞

聖
人
が
説
か
れ
た
お
念
仏
の
教
え
が
求
め
ら
れ
、人
々
の
希

望
と
な
る
べ
き
時
代
で
あ
る
▽
仏
教
の
教
え
に
希
望
を
い
だ

い
て
き
た
人
々
を
お
聖
教
の
言
葉
に
よ
り
傷
つ
け
て
は
い
け

な
い
。　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
編
集
委
員
　
治
田
裕
臣

၁ୟশࡤ!

宗祖親鸞聖人御誕生850年・立教開宗800年慶讃テーマ

あなた　人間　忘れていませんか？
共に、朋に、友に生き遇いましょう

全国水平社の創立者たち（水平社博物館蔵）
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水
平
社
博
物
館 

館
長
　
駒 

井 

忠 

之  

さ
ん

　
全
国
水
平
社
は
人
間
の
尊
厳
と
平
等
を
求
め
て
、

一
九
二
二
年
三
月
三
日
に
創
立
さ
れ
ま
し
た
。

　
そ
の
大
会
は
京
都
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
が
、創
立

の
中
心
を
担
った
の
は
現
在
の
奈
良
県
御
所
市
柏
原

で
生
ま
れ
育
った
青
年
た
ち
で
し
た
。

　
創
立
大
会
で「
吾
等
の
中
よ
り
人
間
を
尊
敬
す

る
事
に
よ
つ
て
自
ら
解
放
せ
ん
」と
創
立
者
た
ち
が

発
信
し
た
全
国
水
平
社
創
立
宣
言（
以
降
、水
平
社

宣
言
）は
、日
本
で
初
め
て
の
人
権
宣
言
と
言
わ
れ

て
い
ま
す
。差
別
に
よ
って
歪
め
ら
れ
て
き
た
自
尊

感
情
を
回
復
し
、人
間
の
尊
厳
を
取
り
戻
そ
う
と

訴
え
た
こ
の
水
平
社
宣
言
は
、被
差
別
部
落
の
人
た

ち
だ
け
で
は
な
く
、在
日
朝
鮮
人
や
ウ
チ
ナ
ー
ン

チュ（
沖
縄
人
）、ア
イ
ヌ
民
族
や
ハン
セ
ン
病
回
復
者

ら
の
自
主
的
な
人
権
回
復
運
動
の
展
開
に
刺
激
と

勇
気
を
与
え
ま
し
た
。

　
さ
ら
に
、日
本
の
植
民
地
支
配
下
に
あ
った
朝
鮮

で
は
、一
九
二
三
年
四
月
に
朝
鮮
の
被
差
別
マ
イ
ノ

リ
ティ「
白
丁
」（
ペ
ク
チ
ョン
）を
中
心
と
し
て
衡
平

社（
ヒョン
ピョン
サ
）が
創
立
さ
れ
ま
し
た
。

　
厳
し
い
差
別
の
な
か
水
平
社
と
衡
平
社
が
連
帯

を
求
め
て
交
流
し
た
そ
の
歴
史
は
、人
類
の
普
遍
的

原
理
で
あ
る
人
権
、自
由
、平
等
、博
愛
、民
主
主
義

を
基
調
と
し
た
記
録
で
、そ
の
交
流
を
示
す
史
料

が「
水
平
社
と
衡
平
社　
国
境
を
越
え
た
被
差
別

民
衆
連
帯
の
記
録
」と
し
て
、二
〇
一
六
年
にユ
ネ
ス

コ
の
ア
ジ
ア
太
平
洋
地
域「
世
界
の
記
憶
」に
登
録
さ

れ
ま
し
た
。

　
ま
た
、朝
鮮
は
元
よ
り
他
の
諸
外
国
で
も
水
平
社

は
報
道
さ
れ
て
お
り
、ア
メ
リ
カ
の
雑
誌『The 

N
ation

』は
、水
平
社
宣
言
を
英
語
で
紹
介
し
ま
し

た
。世
界
も
注
目
し
た
水
平
社
宣
言
は
、被
差
別
マ

イ
ノ
リ
ティ
が
発
信
し
た
世
界
初
の
人
権
宣
言
と
し

て
も
評
価
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
水
平
社
宣
言
の
最
後
を
締
め
く
く
る「
人
の
世
に

熱
あ
れ
、人
間
に
光
あ
れ
」に
は
、「
人
間
性
の
原
理
に

覚
醒
し
人
類
最
高
の
完
成
」に
向
か
う
水
平
社
創
立

の
理
念
が
集
約
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
親
鸞
聖
人
の『
教
行
信
証
』に「
無
碍
の
光
明
は
無

明
の
闇
を
破
す
る
恵
日
な
り
」と
い
う
言
葉
が
あ
り

ま
す
が
、「
人
間
に
光
あ
れ
」の「
光
」と
は
つ
ま
り
、

迷
い
の
闇
を
破
し
、真
理
を
さ
と
り
あ
ら
わ
す
仏・

水
平
社
創
立
の
理
念
を
共
有
し
、人
類
最
高
の
完
成
へ

菩
薩
の「
光
明
」の
こ
と
で
、人
間
の
尊
厳
を
自
覚
さ

せ
、そ
れ
が
絶
対
で
あ
る
と
す
る
真
理
に
導
く「
光
」

と
い
う
こ
と
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

　
水
平
社
の
創
立
以
降
、人
権
を
回
復
し
て
き
た

道
の
り
は
、自
由
や
平
等
を
求
め
未
来
に
引
き
継
ご

う
と
し
て
き
た
先
人
の
弛
ま
ぬ
努
力
に
よ
って
私
た

ち
に
引
き
継
が
れ
て
き
ま
し
た
。水
平
社
博
物
館

も
、水
平
社
が
運
動
の
二
本
柱
と
し
て
き
た「
人
間

の
尊
厳
と
平
等
を
求
め
る
理
念
」と「
差
別
を
許
さ

な
い
不
屈
の
精
神
」を
引
き
継
ぎ
、そ
の
想
い
を
未

来
につ
な
い
で
い
き
ま
す
。

　
差
別
が
厳
し
く
残
存
す
る
過
酷
な
状
況
の
な
か
、

道
な
き
道
を
突
き
進
み
、「
人
の
世
に
熱
あ
れ
、人
間

に
光
あ
れ
」と
願
い
続
け
て
き
た
先
人
の
想
い
こ
そ

が
、差
別
の
芽
を
摘
み
、差
別
の
連
鎖
を
断
ち
切
る

真
理
で
あ
る
と
信
じ
て
。人
間
の
尊
厳
を
求
め
る
そ

の
意
志
を
貫
く
こ
と
が
差
別
の
克
服
につ
な
が
る
と

信
じ
て
。温
か
さ
に
満
ち
た
そ
の
想
い
こ
そ
が
、人

間
が
尊
敬
さ
れ
る「
よ
き
日
」の
夜
明
け
へと
導
く

光
で
あ
る
と
信
じ
て
。

　
水
平
社
の
創
立
か
ら
ま
も
な
く
百
年
を
迎
え
ま

す
が
、人
間
の
尊
厳
の
実
現
を
求
め
た
水
平
社
創
立

の
理
念
は
、二
〇
一
五
年
に
国
連
サ
ミッ
ト
で
採
択

さ
れ
た
Ｓ
Ｄ
Ｇｓ（
持
続
可
能
な
開
発
目
標
）に
掲
げ

ら
れ
て
い
る「
人
や
国
の
不
平
等
を
な
く
そ
う
」や

「
平
和
と
公
正
を
す
べ
て
の
人
に
」と
の
目
標
に
も
通

じ
て
お
り
、後
世
へと
継
承
し
未
来
に
遺
し
て
い
か

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
私
た
ち
の
財
産
で
す
。森
の
火

事
に
嘴
で
す
く
っ
た
一
滴
の
水
を
落
と
し
続
け
る

『
ハ
チ
ド
リ
の
ひ
と
し
ず
く
』の
ご
と
く
、一
歩
ず
つ
、

と
も
に「
人
間
性
の
原
理
に
覚
醒
し
人
類
最
高
の
完

成
に
向
つ
て
」歩
ん
で
い
き
ま
し
ょ
う
。

　
水
平
社
博
物
館
は
十
一
月
一
日
か
ら
休
館
し
、来

年
三
月
三
日
、水
平
社
創
立
百
周
年
の
記
念
日
に
リ

ニュ
ー
ア
ル
オ
ー
プン
し
ま
す
。水
平
社
博
物
館
が
果

た
す
社
会
的
役
割
や
展
示
の
趣
旨
に
ご
賛
同
い
た

だ
き
、み
な
さ
ま
の
ご
支
援（
賛
助
会
への
入
会
）を

お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　
誰
も
が
あ
り
の
ま
ま
の
自
分
で
、リ
ラック
ス
し

て
生
き
て
い
く
こ
と
が
で
き
る
社
会
に
な
る
こ
と

を
願
い
、「
人
の
世
に
熱
あ
れ
、人
間
に
光
あ
れ
」。

全国水平社創立大会への参加を呼びかけるチラシ
（水平社博物館蔵）
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二
〇
二
一
年
七
月
十
九
日
、し
ん
ら
ん
交
流
館
大
谷
ホ
ー
ル
に
て

二
〇
二
一
年
度
総
会
を
二
年
ぶ
り
に
対
面
の
形
で
開
催
し
ま
し

た
。

　
総
会
に
先
立
ち
、松
尾
英
城
会
長
の
挨
拶
が
あ
り
、引
き
続
き
望

月
慶
子
解
放
運
動
推
進
本
部
長
よ
り
ご
挨
拶
を
い
た
だ
き
ま
し

た
。

　
総
会
は
岩
尾
豊
文（
九
州
教
区
）議
長
の
も
と
、滞
り
な
く
進
行

し
、全
五
議
案
が
満
場
一
致
で
承
認
さ
れ
ま
し
た
。な
お
議
案
第
五

号「
同
関
協
」ブ
ロック
協
議
会
に
関
す
る
内
規
の
一
部
変
更
に
つ
い

て
の
内
容
は
、下
記
の
と
お
り
で
す
。

　
ま
た
、報
告
事
項
と
し
て
長
浜
教
区
よ
り
一
名
の
入
会
希
望
者

が
あ
り
、昨
年
度
の
役
員
会
で
承
認
さ
れ
た
報
告
が
あ
り
ま
し
た
。

　
続
い
て
川
端
裕
敬
法
要
実
行
委
員
長
よ
り
宗
祖
親
鸞
聖
人
御
誕

生
八
百
五
十
年・立
教
開
宗
八
百
年
慶
讃
事
業
に
つ
い
て
、「
同
関

協
」慶
讃
テ
ー
マ
に
込
め
た
願
い
、慶
讃
事
業
方
針
、三
つ
の
具
体
的

な
事
業
計
画
の
報
告
が
な
さ
れ
ま
し
た
。詳
細
は
次
頁
よ
り
三
頁
に

わ
た
り
掲
載
し
て
お
り
ま
す
。

　
な
お
、今
年
度
は
新
型
コロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
拡
大
防
止
の
た
め
、

総
会
後
の
学
習
会
及
び
懇
親
会
は
残
念
な
が
ら
見
送
り
ま
し
た
。

2021年度

「同関協」ブロック協議会に関する内規の一部変更について

しんらん交流館　大谷ホール慶讃事業について
宗祖親鸞聖人御誕生850年・立教開宗800年

　　　慶讃法要に向けて
「同関協」慶讃法要実行委員長　川端裕敬

　宗祖御誕生850年・立教開宗800年慶讃事業において、「同関協」として何ができるのか、何をすべきな
のかを、「同関協」慶讃法要実行委員会で１年かけて検討してまいりました。
　種々の意見が交わされる中、過去100年にわたり問われ続けてきた「是旃陀羅」問題を中心に据え、「人
間性の回復」を目指す方針を決定しました。
　その具体的な事業計画として、「慶讃法要記念大会」・「是旃陀羅問題を考える奉仕団の結成」・「差別問
題の啓発とテーマの発信」を三本柱として実施する計画を、今般の総会において報告しました。
　今後、それぞれの事業ごとに検討する部会を立ち上げ、その任を会員各位に担っていただき、「同関
協」が一丸となって取り組んで参ります。
　これらの事業が、「同関協」が自らの課題とする、差別からの解放に資することを願い、差別される人の
悲しみに共感し、差別するものの慙愧の心を呼び起こし、差別するもの、されるものがともに差別の克服
を目指していく活動にしていきたいと思います。
　宗祖の人間観は、罪悪深重の凡夫の自覚であります。しかしながら現代の風潮は、自らを是とし、他のも
のを非とし、他を批判することに満ちています。差別事象も懸命に差別解消に努力している人々を無視す
るがごとく次々に起こっている状況は、まさに人間性を見失ったことを如実に表しています。
　今まさに、我 「々同関協」は、南無阿弥陀仏のはたらきをいただき、「恥ずべし、傷むべし」の慚愧の心に
いたった宗祖の御心を人間回復の礎として、宗門内に呼びかけ、はたらきかけることをとおして現代社会
に一石を投じる事業となりうることを念じ、慶讃事業に取り組みたく思います。
　何卒ご支援、ご協力くださいますようにお願い申し上げます。

- 慶讃事業の三本柱 -

◇　慶讃法要記念大会　　「是旃陀羅」問題に対する「同関協」の基本姿勢の表明
◇　慶讃法要お待ち受け　「是旃陀羅」問題を考える奉仕団
◇　慶讃テーマの発信　　ポスター・パンフレットの発行と全ヵ寺配布

「同関協」慶讃テーマ
あなた  人間  忘れていませんか ？

- 共に、朋に、友に生き遇いましょう -

慶讃事業方針
「是旃陀羅」問題を課題として差別の克服  （人間性の回復）を果たす

議
案
第 

一 

号
　
二
〇
二
〇
年
度
事
業
報
告

議
案
第 

二 

号
　
二
〇
二
〇
年
度
決
算
書
並
び
に
監
査
報
告

議
案
第 

三 

号
　
二
〇
二
一
年
度
事
業
計
画（
案
）

議
案
第 

四 

号
　
二
〇
二
一
年
度
予
算（
案
）

議
案
第 

五 

号
　「
同
関
協
」ブロック
協
議
会
に
関
す
る
内
規
の
一
部
変
更
につい
て

２０２１年度総会議案

〈 　現　 〉　第 ２ 条　　　　　　　　  　〈 変更後 〉　第 2 条
（4） 九州ブロック協議会（九州連区）　⇨　（４）　九州・沖縄ブロック協議会（九州教区）

〈 　現　 〉　第 3 条
  ３  代表者及び事務局が選定されたときは、選定された代表者が解放運動推進本部に報告する。

　　　　　　　　　　　  ⇩〈 変更後 〉　第 ３ 条
  ３  代表者及び事務局が選定されたときは、選定された代表者が会長に報告する。



同関協だより63号　67　同関協だより63号

◇ 差別問題の啓発とテーマの発信

　慶讃テーマの発信と「同関協」の姿勢表明、差別問題
啓発の一環として、「差別問題ほっとけん」ポスターと、パン
フレットを制作します。
　「同関協」にとって親鸞聖人の御誕生と立教開宗を慶讃
するというのは、親鸞聖人を宗祖としながら、その教えに背
いてきたという慙愧によって同朋精神を回復していこうとす
る歩みです。それは、人間を忘れたことを知らされることに
よって人間性を回復していこうとするものです。
　「同関協」の規程に、「差別の克服」という目的が示され
ていますが、それを重ね合わせて、事業方針に「人間性の
回復」と表現しました。人間喪失の自覚がその克服に資す
るものと考える時、ようやく私たちは“差別問題ほっとけん”人
と生まれ、人となり、人として生きることになるのではないか、
そのような思いを、「同関協」のみならず、全寺院と共有して
いくことを願いとしてポスターを制作し、パンフレットとともに
全寺院に配布したいと思います。
　「あなた人間忘れていませんか」の「あなた」は、「汝、我
が名を称えよ」という如来からの呼びかけです。共に、朋に、
友に生き遇う世界を求めて、「差別問題ほっとけん」と、とも
に人間回復の道を歩んでまいりたいと思います。

あなた  人間  忘れていませんか？　- 共に、朋に、友に生き遇いましょう -

◇ 

水
平
社
創
立
百
周
年

　
二
〇
二
三
年
、慶
讃
法
要
の
前
年
は
全
国
水
平
社
創
立
百
周
年
で
す
。

　

解
放
運
動
に
尽
力
さ
れ
、本
年
四
月
に
ご
逝
去
さ
れ
た
会
員
の
泉
惠
機
さ
ん
は
、被
差
別
部
落
の
ご
門
徒
と
ご

縁
の
あ
る
寺
と
そ
う
で
な
い
寺
が
あ
る
が
、「
あ
っ
て
も
な
く
て
も
、本
来
、西
光
さ
ん
た
ち
が
や
ろ
う
と
立
ち
上
げ

た
水
平
社
は
、寺
の
私
た
ち
が
き
ち
っ
と
し
て
い
た
ら
立
ち
上
が
る
必
要
の
な
い
こ
と
だ
っ
た
」〈「
武
内
了
温
師
の

足
跡
を
た
ず
ね
て
」泉
惠
機『
身
同
』第
三
七
号（
真
宗
大
谷
派
解
放
運
動
推
進
本
部
発
行
）〉と
寄
せ
て
お
ら
れ

ま
す
。

　

な
ぜ
水
平
社
が
結
成
さ
れ
た
の
か
。親
鸞
聖
人
の
お
寺
の
人
間
が「
き
ち
っ
と
」し
て
い
れ
ば
そ
の
必
然
性
は
な

か
っ
た
と
い
う
の
で
す
。「
き
ち
っ
と
」す
る
と
い
う
こ
と
は
、ど
う
い
う
こ
と
で
し
ょ
う
か
。「
同
関
協
」は
そ
れ

を
、「
信
心
の
課
題
と
し
て
差
別
問
題
と
向
き
合
う
こ
と
」と
考
え
ま
す
。そ
れ
を
、具
体
的
に「
差
別
問
題
ほ
っ
と

け
ん
」と
い
う
姿
勢
と
し
て
慶
讃
事
業
を
通
し
て
表
現
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

◇ 事業方針

　水平社創立以来、提起されてきた『仏説観無量寿経』にお
ける「是旃陀羅」問題について、私たちは問われ続けていま
す。今なお問われ続けているのは、糾されていることに応えてこ
なかったからです。宗派の教学委員会の『報告』によれば、そ
れは「同朋精神喪失の事実にすら無自覚」という姿勢といえ
るのではないでしょうか。だとすれば、この「同朋精神の回
復」が歩む方向となり、その前提として「喪失の自覚」が課題
化されてきます。それが、慶讃テーマでいうところの、人間を忘
れていないかという問いかけです。
　慶讃法要の翌年に５０周年を迎える「同関協」は、「差別に
苦しむものが一人でもいる限り、その差別からの解放を自らの
課題とする」を、規程の前文に掲げて歩んできました。被差別
部落のご門徒とご縁のある住職らが中心となって様 な々課題
を共有してきた半世紀の歩みですが、「是旃陀羅」問題に十
分に取り組んできたとはいえません。ましてや、この問題に無自
覚に『観経』を読誦し続けてきたのではないかという反省が
あります。
　会員にとっては、現実に差別問題に忌避感を抱くご門徒
や、寝た子を起こすなといった「空気」、その中でいくら啓発に
熱を注いでも、孤立を深めることになっていくことがあります。宗
派の協力を得て実施された「同関協」実態調査では、会員の
消極性も報告されました。５０年の歩みを振り返れば、そのよう
な孤立感を抱えながら集ってきた「同関協」でありました。
　宗派では「是旃陀羅」問題の意識喚起と課題共有がはか
られていますが、その中で、果たしてどのように被差別部落のご
門徒と語り合っていけるのかといった不安の声もあります。その
ような会員の声を互いに聞き合っていくことを通して、「是旃陀
羅」問題に対する「同関協」の基本姿勢を明確にすることを
目的に、“「是旃陀羅」問題を課題として差別の克服（人間性
の回復）を果たす”を方針とした事業を展開していきます。

◇ 

お
待
ち
受
け
奉
仕
団
の
結
成

　

会
員
の
声
を
聞
き
合
う
場
と
し
て
、真
宗
本
廟
同
朋
会
館
で
の「
是
旃
陀
羅
」問
題

を
考
え
る
奉
仕
団
を
結
成
し
ま
す
。お
待
ち
受
け
事
業
と
し
て
春
と
秋
の
二
回
の
開

催
を
企
画
し
ま
し
た
。こ
こ
で
は
、差
別
者
と
被
差
別
者
の
ど
ち
ら
に
立
つ
か
と
い
う

の
で
な
く
、そ
の
ど
ち
ら
と
も
い
え
る「
な
ぎ
さ
」（
海
浜
に
お
け
る
、海
で
も
あ
り
浜
で

も
あ
る
＝
差
別
す
る
側
で
あ
り
、さ
れ
る
側
で
も
あ
る
＝
問
う
側
で
も
あ
り
、問
わ
れ

る
側
で
も
あ
る
）に
立
つ
と
い
う
視
点
を
共
有
し
、「
是
旃
陀
羅
」問
題
に
つ
い
て
の
講

義
、ま
た
座
談
を
通
し
て
、ご
門
徒
と
語
り
合
っ
て
い
く
た
め
に
何
が
必
要
か
と
いっ
た

意
見
を
集
約
し
、「
同
関
協
」の
姿
勢
を
明
確
に
し
て
ま
い
り
た
い
と
思
い
ま
す
。

◇ 慶讃法要記念大会

　「是旃陀羅」問題に対する会員の
声を取りまとめ、「同関協」としての基
本姿勢を表明する場として、２０２３年
の法要（讃仰）期間中に記念大会を
開催します。

◇ 

慶
讃
テ
ー
マ

　
こ
の
た
び
宗
祖
親
鸞
聖
人
御
誕
生
八
百
五
十
年
・
立
教
開

宗
八
百
年
慶
讃
法
要
を
迎
え
る
に
あ
た
り
、「
同
関
協
」は
、

「
あ
な
た
人
間
忘
れ
て
い
ま
せ
ん
か
？‐

共
に
、朋
に
、友
に

生
き
遇
い
ま
し
ょ
う
‐
」を
慶
讃
テ
ー
マ
と
し
て
掲
げ
ま
し

た
。
　

宗
派
に
お
い
て
は
、す
で
に
慶
讃
テ
ー
マ「
南
無
阿
弥
陀
仏

　

人
と
生
ま
れ
た
こ
と
の
意
味
を
た
ず
ね
て
い
こ
う
」が
発

表
さ
れ
て
い
ま
す
。こ
の
テ
ー
マ
を
受
け
て
、お
念
仏
の
み
教

え
に
人
と
生
ま
れ
た
こ
と
の
意
味
を
た
ず
ね
て
い
こ
う
と
す

る
時
、こ
の
呼
び
か
け
は
、今
、私
た
ち
は
人
と
生
ま
れ
た
こ

と
の
意
味
が
は
っ
き
り
し
て
い
な
い
の
で
は
な
い
か
、見
失
っ
て

い
る
の
で
は
な
い
か
と
い
う
問
い
か
け
と
し
て
聞
こ
え
て
き
ま

す
。
　

人
と
生
ま
れ
た
こ
と
の
意
味
を
喪
失
し
て
い
る
の
で
は
な

い
か
と
い
う
疑
問
を
抱
く
時
、あ
る
ご
門
徒
の
言
葉
が
思
い

起
こ
さ
れ
ま
す
。そ
れ
は
一
九
八
九
年
五
月
二
十
二
日
に
東
本

願
寺
白
書
院
で
行
わ
れ
た
、部
落
解
放
同
盟
中
央
本
部
に
よ

る「
真
宗
大
谷
派
糾
弾
会 

第
二
回
」に
お
い
て
発
せ
ら
れ
た
、

解
放
同
盟
京
都
府
連
合
会
書
記
長（
当
時
）の
駒
井
昭
雄
さ

ん
の
、「
あ
ん
た
人
間
忘
れ
た
ん　

ど
こ
で
忘
れ
た
ん
、人
間

忘
れ
た
ん
」と
い
う
言
葉
で
す
。

　
こ
こ
で
い
う「
あ
ん
た
」と
は
、真
宗
大
谷
派
教
団
で
あ

り
、そ
こ
に
属
す
る
僧
侶
・
門
徒
一
人
ひ
と
り
で
す
。人
間
性

を
欠
い
て
い
る
の
で
は
な
い
か
、そ
れ
は
人
と
し
て
生
き
る
こ

と
の
意
味
を
見
失
っ
て
い
る
の
で
は
な
い
か
と
の
指
摘
で
は
な

か
っ
た
で
し
ょ
う
か
。こ
こ
で
い
わ
れ
る「
人
間
」と
は
ど
の
よ

う
な
人
間
な
の
か
。そ
し
て
、ど
こ
で
忘
れ
た
の
か
と
い
う
問

い
に
果
た
し
て
ど
れ
だ
け
の
僧
侶
・
門
徒
が「
私
の
こ
と
」と

し
て
向
き
合
っ
て
き
た
で
し
ょ
う
か
。テ
ー
マ
を
手
が
か
り
に

考
え
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

宗祖親鸞聖人御誕生八百五十年・立教開宗八百年慶讃事業
慶讃事業方針　「是旃陀羅」問題を課題として差別の克服  （人間性の回復）を果たす

「同関協」慶讃テーマ
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ফٍڭڮڬڮٌ
⋇ফ২ভੑ૰ਪڬڮڬڮ঩ؙؙڱাؙڳؙ
⋈ফ২ভੑ૰ਪڬڮڬڮ঩ؙؙڮڭؙؙؙ
৚ਕ૽ভڭ঩ؙؙਸ਼گڭؙؙؙ
ফ২੕ভڭڮڬڮ঩ؙؙڵڭؙؙؙ
௧୅੻৩ভ؞৚ଞભڭ঩ؙؙਸ਼ڬڮؙؙؙ
ؙؙؙؙؙؙؙؙਸ਼ڭ৚১ਏৰষ੻৩ভ
৚১ਏৰষ੻৩ভڮাؙؙؙؙؙਸ਼ڴؙ
৚ᅏؙઊठ়ॎचڬڱڭ঩ؙؙ஖੿๱ᔃڬگؙؙؙ
৚১ਏৰষ੻৩ভگাؙؙؙؙؙਸ਼ڵؙ
ؙؙؙؙؙؙؙؙਸ਼ڭ৚ِ৊ঢ়ੈटेॉّਸ਼گڲಀౣૐভ৮
৚১ਏৰষ੻৩ভڰাؙؙؙؙؙਸ਼ڬڭ
ؙؙؙؙؙؙؙؙਸ਼ڮ৚ِ৊ঢ়ੈटेॉّਸ਼گڲಀౣૐভ৮
৚১ਏৰষ੻৩ভڱাؙؙؙؙؙਸ਼ڭڭ
ಀౣૐভ৮گڲ৚ِ৊ঢ়ੈटेॉّਸ਼گাؙؙؙؙؙਸ਼ڮڭ
ؙؙؙؙؙؙؙؙਸ਼ڮ৚ਕ૽ভ
ؙؙؙؙؙؙؙؙਸ਼ڭ৚ଞભ੻৩ভ
ؙؙؙؙؙؙؙؙਸ਼ڲ৚১ਏৰষ੻৩ভ
ಀ৅ষگڲ঩ؙؙِ৊ঢ়ੈटेॉّਸ਼ڭگؙؙؙ
ك঱઄਋ق૚ঈটॵॡੈ৮ভؙٱؙؙؙؙؙؙؙؙ

ফٍڮڮڬڮٌ
৚ਕ૽ভگাؙؙؙؙؙਸ਼ڭؙ
ؙؙؙؙؙؙؙؙਸ਼ڮ৚ଞભ੻৩ভ
ؙؙؙؙؙؙؙؙਸ਼ڳ৚১ਏৰষ੻৩ভ
াؙؙؙؙؙୂऌ਄ॉ৹ਪڮؙ
�عقফ২ਠ৉ଢ଼ఊভؙڭڮڬڮ঩ؙؙڴাؙگؙ঩ك
ك৚෵ዜ১ਏउୄठਭऐိல੮ڭਸ਼قؙؙؙؙؙؙؙؙ
ؙؙؙؙؙؙؙؙਸ਼ڭ৚ِ৊ঢ়ੈटेॉّਸ਼ڰڲಀౣૐভ৮
ಀౣૐভ৮ڰڲ৚ِ৊ঢ়ੈटेॉّਸ਼ڮাؙؙؙؙؙਸ਼ڰؙ
৚ਕ૽ভڰাؙؙؙؙؙਸ਼ڱؙ
ؙؙؙؙؙؙؙؙਸ਼گ৚ଞભ੻৩ভ
ؙؙؙؙؙؙؙؙਸ਼گ৚ِ৊ঢ়ੈटेॉّਸ਼ڰڲಀౣૐভ৮
ك঩ڵڮعق৚ᅏؙڬڱڭ঩ؙؙ஖੿๱ᔃڴڮؙؙؙ
৚ਕ૽ভڱাؙؙؙؙؙਸ਼ڲؙ
ؙؙؙؙؙؙؙؙਸ਼ڮ৚ଞભ؞௧୅੻৩ভ
ؙؙؙؙؙؙؙؙਸ਼ڴ৚১ਏৰষ੻৩ভ
ؙؙؙؙؙؙؙؙਸ਼گ৚ِ৊ঢ়ੈटेॉّਸ਼ڰڲಀౣૐভ৮
كॺভ৮ँॉشৎؚজঔྖقਕ૽ভؙٱؙؙؙؙؙؙؙؙ
ك઄਋ৣق૚ঈটॵॡੈ৮ভؙٱؙؙؙؙؙؙؙؙ
ಀ৅ষڰڲ৊ঢ়ੈटेॉّਸ਼ؙِٱؙؙؙؙؙؙؙؙ

目
1
1
1
1

歳入項目
会費

本山助成金
繰越金
雑収入
合計

予算額
600,000
1,700,000
1,552,012

988
3,853,000

前年度予算額
600,000
2,300,000
1,162,922

78
4,063,000

比較増減
0

△600,000
389,090
910

△ 210,000

備　考
＠5,000円 *120ヵ寺

前年度より繰越金
寄付・銀行利息 等

目

1
2

1
2

1
2

1
2

1

1

歳出項目
会議費

総会費
会議費

事業費
組織拡充費
会報費

ブロック協議会費
助成費

聞き取り調査費
事務局費

事務局運営費
発送費

積立金会計回付金
積立金会計回付金

予備費
予備費

合計

予算額
1,800,000

600,000
1,200,000

1,050,000
250,000
800,000

400,000
300,000
100,000

390,000
270,000
120,000

150,000
150,000

63,000
63,000

3,853,000

前年度予算額
1,900,000

100,000
1,800,000

1,250,000
300,000
950,000

400,000
300,000
100,000

270,000
70,000
200,000

150,000
150,000

93,000
93,000

4,063,000

比較増減
△ 10,000

500,000
△ 600,000

△ 200,000
△ 50,000
△ 150,000

0
0
0

120,000
200,000
△80,000

0
0

△ 30,000
△ 30,000

△210,000

備　考

書面審議
三役会、常任委員会、常任・専門委員会、法要実行委員会、会計監査

現地研修会
『同関協だより』発行・編集会議

＠100,000 *3ブロック

2017年度より積立

2021年度 真宗大谷派同和関係寺院協議会 予算書
自 2021年7月1日　至 2022年6月30日

歳入の部　 3,853,000 円
歳出の部　 3,853,000 円

歳 入

歳 出

２０２１年度　事業計画 ・ 予算
ফٍڭڮڬڮٌ
كٮق৚ਕ૽ভڮ঩ؙؙਸ਼ڭাؙگؙ
ಀౣૐভ৮ڮڲ৚ِ৊ঢ়ੈटेॉّਸ਼ڭ঩ؙؙਸ਼گؙؙؙؙ
كٮق৚ਕ૽ভگ঩ؙؙਸ਼ڱؙؙؙؙ
ؙؙؙؙؙؙؙؙୂऌ਄ॉ৹ਪق૎ഉ੒ଆৌੁपेॉরૃك
كٮق৚ଞભ੻৩ভڱ঩ؙؙਸ਼ڬگؙؙؙ
كٮق৚১ਏৰষ੻৩ভڱ঩ؙؙਸ਼ڵڭাڰؙ
كٮقಀౣૐভ৮ڮڲ৚ِ৊ঢ়ੈटेॉّڮ঩ؙؙਸ਼ڳڮؙؙؙ
ك૎ഉ੒ଆৌੁपेॉরૃقফ২ਠ৉ଢ଼ఊভڬڮڬڮাؙؙؙؙؙڱؙ
كٮق৚ਕ૽ভڰ঩ؙؙਸ਼گڭؙؙؙ
كٮق৚ଞભ੻৩ভڲ঩ؙؙਸ਼ڳڭؙؙؙ
كٮقಀౣૐভ৮ڮڲ৚ِ৊ঢ়ੈटेॉّਸ਼گ঩ؙؙਸ਼ڱڮؙؙؙ
ؙؙؙؙؙؙؙؙਸ਼ڲ৚১ਏৰষ੻৩ভكٮق
كٮق৚১ਏৰষ੻৩ভڳ঩ؙؙਸ਼ڵাؙڲؙ
كٮق৚ਕ૽ভڱ঩ؙؙਸ਼ڰڭؙؙؙ
كٮق௧୅੻৩ভ؞৚ଞભڭ঩ؙؙਸ਼ڮڮؙؙؙ
ಀ৅ষڮڲ঩ؙؙِ৊ঢ়ੈटेॉّਸ਼ڬگؙؙؙ
ك઄਋ৣق૚ঈটॵॡੈ৮ভؙٱؙؙؙؙؙؙؙؙ

ফ�ٍڬڮڬڮ�ٌ

঩ؙؙভੑઊठ়ॎचڲাؙڳؙ
ফ২ভੑ૰ਪڵڭڬڮ঩ؙؙڲڭؙؙؙ
৚ਕ૽ভڭ঩ؙؙਸ਼ڲڭؙؙؙ
১ਏৰষ੻৩ভ؞৚ଞભ੻৩ভڭ঩ؙؙਸ਼ڭڮؙؙؙ
كછએଟਪقফ২੕ভڬڮڬڮ঩ؙؙڱাؙڴؙ
ಀ৅ষڬڲ঩ؙؙِ৊ঢ়ੈटेॉّڬگؙؙؙ
كٮقಀౣૐভ৮ڭڲ৚ِ৊ঢ়ੈटेॉّਸ਼ڭ঩ؙؙਸ਼ڮাؙڵؙ
১ਏৰষ੻৩ভ؞৚ଞભ੻৩ভڮ঩ؙؙਸ਼ڴؙؙؙؙ
১ਏৰষ੻৩ভ؞৚ଞભ੻৩ভگ঩ؙؙਸ਼ڱাؙڬڭ
ಀౣૐভ৮ڭڲ৚ِ৊ঢ়ੈटेॉّਸ਼ڮ঩ؙؙਸ਼ڵڮাڬڭ
১ਏৰষ੻৩ভ؞৚ଞભ੻৩ভڰ঩ؙؙਸ਼ڴাؙڮڭ
ಀౣૐভ৮ڭڲ৚ِ৊ঢ়ੈटेॉّਸ਼گ঩ؙؙਸ਼ڲڭাڮڭ
ಀ৅ষڭڲ঩ؙؙِ৊ঢ়ੈटेॉّਸ਼ڭگؙؙؙ
ك঱઄਋ق૚ঈটॵॡੈ৮ভؙٱؙؙؙؙؙؙؙؙ

ॺভ৮ش�জঔكٮقؙؙؙؙؙؙؙؙ

２０２０年度　事業報告 ・ 決算

備　考

三役、常任・専門、法要実行各委員会、会計監査、振込手数料
会議費に統合　次年度廃目

現地研修会　新型コロナウイルス感染予防のため中止
『同関協だより』発行、編集会議、振込手数料

@100,000*3ブロック
新型コロナウイルス感染予防のため中止

事務手当支給による増額、振込手数料

慶弔費*2

比較増減
△ 1,288,064

△ 46,884
△ 1,241,180

△ 0
△ 707,070

300,000
△ 407,070

△ 100,000
0

△ 100,000
117.537

198,906
△ 81,369

0
0

△ 79,481
△ 79,481

△ 2,057,078

歳 入

2020年度 真宗大谷派同和関係寺院協議会 決算書
自 2020年7月1日　至 2021年6月30日

項
1
2
3
4

目
1
1
1
1

歳入項目
会費

本山助成金
繰越金
雑収入
合計

歳 出

予算額
600,000
2,300,000
1,162,922

78
4,063,000

収入額
555,000
1,840,000
1,162,922

12
3,557,934

比較増減
△ 45,000
△460,000

0
△ 66

△ 505,066

備　考
@5,000*110ヵ寺・講読料＠1,000*5

前年度より繰越金
銀行利息

　　　　　歳入の部　 3,557,934 円
　　　　　歳出の部　 2,005,922 円
歳入歳出差引剰余金　 1,552,012 円

項
1

2

3

4

5

6

目

1
2
3

1
2

1
2

1
2

1

1

歳出項目
会議費

総会費
会議費

法要実行委員会費
事業費

組織拡充費
会報費

ブロック協議会費
助成費

聞き取り調査費
事務局費

事務局運営費
発送費

積立金会計回付金
積立金会計回付金

予備費
予備費

合計

予算額
1,910,000

100,000
1,800,000

0
1,250,000

300,000
950,000

400,000
300,000
100,000

270,000
70,000
200,000

150,000
150,000

93,000
93,000

4.063,000

決算額
611,936

53,116
558,820

0
542.930

0
542,930

300,000
300,000

0
387.537

268,906
118.631

150,000
150,000

13,519
13,519

2,005,922

項
1
2
3
4

項
1

2

3

4

5

6
積立金会計 2019年度繰越金 450,000 円

回付受金 150,000 円
合計 600,000 円 2020年度 残高

同
関
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号
63
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関
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よ
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63
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同関協がゆく

　
こ
れ
は
、一
九
九
一
年
六
月
に
行
わ
れ
た
真
宗
大
谷
派
宗
議
会
の
議
事
録
で
あ

る
。

　
各
寺
院
に
設
け
ら
れ
た「
寺
格
」と
い
う
ラン
ク
付
け
を
す
る
制
度
、そ
し
て
僧
侶

一
人
一
人
に
設
け
ら
れ
た「
堂
班
」制
度
は
、と
も
に
二
〇
二
一
年
、廃
止
さ
れ
て
か

ら
三
十
年
を
迎
え
る
。

　
か
つ
て
こ
の
教
団
に
お
い
て
、明
確
な
階
級
を
設
け
、さ
ら
に
そ
れ
が
教
団
への「
募

財
」シ
ス
テ
ム
と
な
って
作
用
し
て
き
た
。そ
し
て
、そ
の
階
級
の
外
へ
排
徐
し
、「
穢
多

寺
」と
称
し
て
、被
差
別
部
落
の
寺
院
に
対
し
て「
本
山
で
お
か
み
そ
り
が
受
け
ら
れ

な
い
」、「
本
山
への
経
常
費
五
割
増
し
」な
ど
の
理
不
尽
を
強
い
て
き
た
と
さ
れ
る
。

　「
宗
憲
の
立
憲
の
精
神
に
合
致
し
な
い
も
の
」と
し
て
、こ
の
寺
格・堂
班
制
度
を

廃
止
す
る
き
っか
け
は
、た
だ
宗
憲
に
そ
ぐ
わ
な
かった
だ
け
な
の
だ
ろ
う
か
。そ
こ

に
は
、「
廃
止
に
す
べ
き
だ
」と
い
う
運
動
が
あ
った
の
は
も
と
よ
り
、「
こ
ん
な
制
度
が

あ
った
ら
痛
い・苦
し
い
」と
い
う
声
が
あ
って
、そ
こ
に
呼
応
し
た
人
々
が
い
た
か
ら

で
は
な
かった
の
だ
ろ
う
か
。

　
ま
た
一
九
九
一
年
は
、寺
院
教
会
条
例
に
お
い
て
、女
性
が
住
職・教
会
主
管
者
を

継
承
す
る
旨
が
規
定
さ
れ
た
年
で
も
あ
る
。

　「
何
故
女
性
が
住
職
に
な
れ
な
い
の
か
。寺
院
規
則
に
、「
男
子
」と
明
記
さ
れ
て
い

る
か
ら
、女
性
は
住
職
に
な
る
の
を
あ
き
ら
め
る
し
か
な
い
の
か
。寺
院
規
則
を
変

え
、女
性
が
住
職
に
な
れ
る
よ
う
に
す
べ
き
だ
」と
い
う
叫
び
が
あ
った
結
果
、条
例

が
改
正
さ
れ
た
こ
と
を
忘
れ
て
は
な
ら
な
い
。さ
ら
に
は
、か
つ
て
男
性
が
九
歳
で
得

度
で
き
る
の
に
対
し
て
女
性
の
得
度
は
二
十
歳
以
上
、女
性
の
堂
班
は
准
本
座
ま
で

な
ど
と
い
う
規
定
を
設
け
、男
性
と
は
明
ら
か
に
違
う
制
約
を
強
い
て
き
た
。

　
制
度
が
変
わって
三
十
年
経
つ
今
、私
た
ち
は
ど
の
様
な
意
識
を
持
って
い
る
の
だ

ろ
う
か
。

　
冒
頭
の
議
事
録
の
続
き
に
は
、「
こ
の
よ
う
な
移
行
措
置
を
経
て
寺
格
が
全
廃
さ

れ
る
こ
と
で
あ
り
ま
す
が
、僧
侶
の
分
限
で
あ
る
法
要
出
仕
の
序
列
並
び
に
そ
の
法

要
儀
式
に
依
用
す
る
法
衣
につ
い
て
新
た
な
基
準
を
定
め
る
べ
く
、法
﨟
法
衣
条
例

を
提
出
す
る
も
の
で
あ
り
ま
す
。」と
あ
る
。

　
寺
格
に
つ
い
て
は
、寺
院
賦
課
金
の「
等
級
」と
い
う
名
称
で
現
在
も
各
寺
院
に
課

せ
ら
れ
て
い
る
が
、か
つ
て
の
よ
う
な
階
級・排
除
の
シ
ス
テ
ム
は
廃
止
さ
れ
て
い
る
。

た
だ
、寺
格
制
度
が
あ
った
頃
の
ラ
ン
ク
が
そ
の
ま
ま
等
級
と
な
って
い
て
、こ
れ
を

変
更
す
る
の
は
困
難
な
状
況
が
あ
る
。制
度
の
問
題
点
と「
募
財
」シ
ス
テ
ム
の
兼
ね

合
い
の
落
と
し
所
で
あ
った
の
か
と
推
察
す
る
が
、寺
院
を
取
り
巻
く
環
境
や
経
済

状
況
が
著
し
く
変
化
し
て
い
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、少
な
く
と
も
三
十
年
以
上
手
が

つ
け
ら
れ
て
い
な
い
。こ
れ
も
再
考
す
べき
で
は
な
い
か
と
考
え
る
。

　
そ
し
て
僧
侶
の
出
仕
序
列
の
進
席
、法
衣
依
用
の
資
格
の
基
準
に
つ
い
て
の
法
﨟

法
衣
条
例
で
あ
る
が
、「
堂
班
」か
ら「
法
要
座
次
」と
い
う
名
称
に
改
め
、現
在
に
お

い
て
も
執
り
行
わ
れ
て
い
る
制
度
で
あ
る
。名
称
や
制
度
の
構
造
は
変
わ
った
か
も

し
れ
な
い
が
、意
識
は
堂
班
と
何
ら
変
わ
り
な
い
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

　
私
が
僧
籍
を
頂
い
て
か
ら
二
十
数
年
、出
仕
序
列
の
進
席
と
法
衣
依
用
につ
い
て

様
々
な
話
を
聞
き
、自
身
が
経
験
を
し
て
き
た
中
で
特
に
疑
問
の
拭
え
な
い
も
の
が

あ
る
と
感
じ
た
の
は
二
つ
あ
る
。

　
一
つ
は
、「
ご
門
徒
の
願
い
に
よ
って
、住
職
が
良
い
席（
堂
内
中
央
に
近
い
席
）に

座
って
、良
い
衣
と
袈
裟（
座
次
の
高
い
衣・袈
裟
）を
付
け
て
い
る
の
だ
。決
し
て
見

栄
な
ど
で
は
な
く
、ご
門
徒
と
住
職
の
関
係
性
に
よって
で
き
た
本
廟
護
持
の
証
だ
」

と
い
う
意
見
だ
。

　
言
い
た
い
こ
と
は
よ
く
分
か
る
。し
か
し
、そ
の
論
理
は
各
寺
院
に
よ
って
経
済
格

差
が
な
い
こ
と
が
大
前
提
で
あ
る
。現
実
に
は
、た
く
さ
ん
の
経
常
費
の
完
納
が
可
能

な
寺
院
や
、ま
た
は
本
山
に
近
く
て
頻
繁
に
出
仕
で
き
る
僧
侶
だ
と
座
次
が
上
が

り
、許
可
さ
れ
る
法
衣
に
も
席
順
に
も
明
確
な
差
が
生
ま
れ
る
の
で
あ
る
。

　
そ
の
差
を
か
ろ
う
じ
て
埋
め
よ
う
と
し
て
い
る
の
が「
法
﨟
加
算
」制
度
で
あ
ろ

う
。法
﨟
加
算
は
、本
山
か
ら
遠
方
に
住
む
人
に
対
し
て
、近
場
の
人
よ
り
も
出
仕
数

が
少
な
く
て
も
僧
籍
取
得
か
ら
の
年
数
が
加
算
さ
れ
る
仕
組
み
で
あ
る
。僧
籍
取
得

か
ら
の
年
数
が
増
え
る
ほ
ど
座
次
を
上
げ
る
こ
と
が
可
能
に
な
り
、ま
た
次
の
座
次

に
進
席
す
る
際
に
必
要
な
点
数
が
減
る
。

　
一
体
、こ
の
制
度
の
何
が
問
題
な
の
か
と
い
う
こ
と
を
考
え
た
時
に
、も
う
一
つ
の

疑
問
が
出
て
く
る
。そ
れ
は
、「
法
衣
の
許
可
制
」で
あ
る
。何
故
、そ
の
座
次
に
な
ら

な
い
と
法
衣
が
依
用
で
き
な
い
の
か
。そ
こ
に
は
や
は
り
明
確
な
階
級
制
度
の
名
残

が
見
え
、経
済
格
差
が
明
確
に
表
さ
れ
る
。「
伝
統
」や「
秩
序
」と
い
う
言
葉
を
盾
に

今
も
根
強
く
残
って
い
て
、そ
の
階
級
に
な
り
た
い
と
い
う
人
間
の
心
理
を
狙
った

「
募
財
」シ
ス
テ
ム
を
捨
て
ら
れ
な
い
教
団
の
あ
り
方
が
見
え
て
く
る
。

　
改
め
て
、冒
頭
に
引
用
し
た「
宗
憲
の
立
憲
の
精
神
に
合
致
し
な
い
も
の
」が
、未
だ

見
ら
れ
る
も
の
の
、宗
門
内
で
深
く
問
わ
れ
る
こ
と
な
く
、一
部
の
者
は
そ
こ
へ
ど
っ

ぷ
り
浸
か
り
、一
部
の
者
は
全
く
興
味
を
示
さ
ず
、教
団
維
持
に「
当
た
り
前
」な
制

度
と
し
て
あ
り
続
け
る
こ
と
に
、今
一
度
問
題
提
起
し
、併
せ
て「
同
朋
社
会
の
顕

現
」を
掲
げ
る
宗
門
と
し
て
相
応
し
い「
募
財
」の
あ
り
方・制
度
を
考
え
て
い
き
た

い
。

編
集
委
員
　
浜
口
和
也

第13話 「寺格堂班廃止30年におもう」

　
宗
憲
の
立
憲
の
精
神
に
合
致
し
な
い
も
の
と
し
て
、

旧
体
制
の
制
度
が
宗
門
の
最
も
根
底
を
な
す
寺
院
あ

る
い
は
僧
侶
に
関
す
る
制
度
的
な
あ
り
方
の
上
に
温

存
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
事
実
を
持
って
お
の
ず
か
ら

明
ら
か
に
さ
れ
て
参った
の
で
あ
り
ま
す
。

　
先
ず
は
第
一に
、寺
格
制
度
に
つ
い
て
で
あ
り
ま
す

が
、こ
れ
に
つ
い
て
は
既
に
現
宗
憲
の
上
で
は
削
除
さ

れ
た
も
の
で
あ
り
、今
日
ま
で
こ
の
制
度
が
は
た
し

て
き
た
役
割
は
、宗
門
の
儀
式
、財
務
、僧
侶
の
資
格

に
深
く
か
か
わって
い
る
た
め
に
、遵
由
の
効
力
期
間

満
了
を
もって
直
ち
に
全
廃
す
る
こ
と
は
、い
た
ず
ら

に
無
用
の
混
乱
を
招
く
と
こ
ろ
と
な
り
、か
つ
ま
た
事

務
上
の
整
理
の
上
か
ら
も
、全
面
廃
止
ま
で
の
移
行

期
間
を
設
定
す
る
た
め
、寺
格
条
例
廃
止
に
伴
う
臨

時
措
置
条
例
案
を
もって
、調
整
期
間
を
お
い
て
寺
格

制
度
の
全
廃
を
実
施
し
よ
う
と
す
る
も
の
で
あ
り
ま

す
。

　
従
って
、現
行
の
宗
門
体
制
に
お
い
て
、寺
格
と
不

可
分
の
関
係
に
あ
る
堂
班
法
衣
に
関
す
る
制
度
に
つ

い
て
も
、同
様
の
措
置
が
と
ら
れ
る
必
要
が
あ
る
の

で
、堂
班
法
衣
条
例
廃
止
に
伴
う
臨
時
措
置
条
例
案

を
もって
、寺
格
全
廃
ま
で
の
移
行
措
置
と
し
た
次
第

で
あ
り
ま
す
。
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